






研究目的 

新生児頭蓋内出血は分娩時の低酸素症が最も重要な因子であり,これが児の未熟性が加わ

った時にその発生頻度が高くなることは良く知られている。しかしながら分娩時に胎児,

新生児にかかる低酸素状態には種々の程度があり,急激に起こったものと,緩徐に起こった

ものとでは,頭蓋内出血の発生頻度や部位,程度などにも差があるであろう。また成熟児の

脳血管では,出血が起こらない程度の低酸素状態でも,未熟な脳血管では出血が起こるとも

考えられる。この未熟な血管とはどのようなものかは良く分っておらず,児そのものの未熟

性との関連も不明な点が多い。そごで産科的にはどのような胎内環境で育った胎児,新生児

に低酸素負荷が加わったときに頭蓋内出血を起こし易いか,興味あるところである。 

この点を検討し,今後の頭蓋内出血の発生予防と管理の方向づけのための基礎とすること

を目的とした。 

本年度はラットを用いて，その正常新生仔と子宮動静脈結紮によって IUGR を作成し,それ

らに低酸素負荷を加えたときの脳血管パターンについてまず検討することとした。 


